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Introduction
$.F$ を剰余標数 $p\neq 3$ の非アルキメデス的局所体とする。 $G=\mathrm{G}\mathrm{L}_{3}(F)$ の既約スーパー

カスピダル表現の指標を elliptic regular conjugacy class 上で求めることが本稿の目的で
ある。 (スーパーカスピダル以外の表現の指標は簡単に求められる。) $G$ の既約スーパー
カスピダル表現は全て、 $F$ の 3次拡大体 $E$ の乗法群 $E^{\cross}$ の quasi-character $\theta$ によって定

まる。 この表現を $\pi_{\theta}$ とする。 $E/F$ が不分岐のときは、 $\pi_{\theta}$ の指標公式は既に知られてい
る ([13]) のでここでは、 $E/F$ が完全分岐であるときを扱う。 ここで p $\neq 3$ が効く。 (wildly
ramified は、難しすぎる。 [14] 参照のこと。) $\mathrm{G}\mathrm{L}_{2}(F)$ の場合と比較して難しいのは、 $E/F$

がかロア拡大でない場合があることである。 この場合には、 base change lift を使うこと
によりかロアの場合に計算を持ち込むことにより解決している。 ここが、今回の結果の
番の特徴である。なお、 この部分は、Bushnell-Henniart ([3]) の結果に大きく拠っている。
結果として得られた指標公式は、weyl の character formula の類似と思えるきれいな形
をしている。 なお、紙面の都合により証明は殆ど概略のみを示している。 詳しくは、 $[15|$

を見て下さい。

Notation
剰余標数 $p\neq 3$ の非アルキメデス的局所体 $F$ に対して、 $\mathcal{O}_{F}$ をその整数環、 $P_{F}$ を

$\mathcal{O}_{F}$ の極大イデアル、 $\varpi_{F}$ を $\mathcal{O}_{F}$ の素元、 $k_{F}$ をその剰余体、 $v_{F}$ を $v_{F}(\varpi_{F})=1$ と正規化
した付値とする。 $q=q_{F}.\text{を}k_{F}$ の位数とする。 $F.$. の additive character $\psi$ で、 $\psi(\mathcal{O}_{F})\neq$

$\{1\},$ $\psi(PF)=\{1\}$ となるものを–つとり固定する。 $F$ の拡大体 $E$ に対して、 $\mathrm{t}\mathrm{r}_{E},$ $n_{E}$ で、
$E$ から $F$ へのトレース、 ノルムをそれぞれ表す。行列のトレースは、 $\mathrm{T}\mathrm{r}$ と書く。 $.E$ の

additive character $\psi_{E}$ を\psi E $=\psi\circ \mathrm{t}_{\Gamma_{E}}$ と定義する。 $E/F$ が tamely rarrfified (or unrarrfified)
なら、 $\psi_{E}(\mathcal{O}_{E})\neq\{1\},$ $\psi_{E}(P_{E})=\{1\}$ となることに注意する。TDLC($\mathrm{t}\mathrm{o}\mathrm{t}\mathrm{a}\mathrm{l}\mathrm{l}\mathrm{y}$ disconnected,
locally compact) 群 $G$ に対して、 $\hat{G}$ で $G$ の admissible dual をあらわす。 $G$ の閉部分群
$H$ と、 $H$ の表現 $\rho$ に対して IndH $\rho(\mathrm{r}\mathrm{e}\mathrm{s}\mathrm{p}. \mathrm{i}\mathrm{n}\mathrm{d}^{c}\rho H)$ で、 $\rho$ の $G$ への誘導表現 (resp. コンパ

クト誘導表現) を表洗 また、 $G$ の表現 $\pi$ の $H$ への制限を $\pi|_{H}$ と表す。

1 表現の構成
$E/F$ を 3次分岐拡大とする。 $E^{\cross}$ の quasi-character から、 $G$ の既約スーパーカスピダ

ル表現の構成する方法について復習する。

Definition 1.1. $\theta$ を $E^{\cross}$ の quasi-character とし、 $f( \theta)=\min\{n|\mathrm{K}\mathrm{e}\mathrm{r}\theta\subset 1+P_{E}^{n}\}$ とおく。
$f(\theta)\not\equiv 2$ mod 3であるとき、 $\theta$ が generic であるという。 $E^{\cross}$ の generic quasi-character
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$\theta$ に対して、 $\gamma_{\theta}\in P^{1f}-P^{2f}E^{-}E(\theta)-(\theta)$ が次の式で定義される。

(1.1) $\theta(1+x)=\psi(\mathrm{t}\mathrm{r}_{E/F}(\gamma_{\theta}x))$ for $x\in P_{E}^{[(f(}\theta$
) $+1$ ) $/2$ ]

このとき $F(\gamma_{\theta})=E$ となることに注意する。

generic quasi-character $\theta$ から、 $G$ の既約スーパーカスピダル表現を作る。以下、簡
単のために $\gamma=\gamma_{\theta}$ とおく。 $\varpi_{E}$ を、 $\varpi_{E}^{3}\in F$ となるようにとり、 $\varpi_{E}^{3}=\varpi_{F}$ とおく。
$\mathrm{M}_{3}(F),$ $\mathrm{G}\mathrm{L}_{3}(F)$ を、 $E$ の $F$ 上の基底 $\{\varpi_{E}^{2}, \varpi_{E}, 1\}$ によって、 $\mathrm{E}\mathrm{n}\mathrm{d}_{F}E$ , Aut$FE$ とそれぞ

れ同–視する。

Definition 12. lattice flag $\{P_{E}^{i}\}i\in \mathbb{Z}$ に対して、

$A^{i}=$ { $f\in \mathrm{M}_{3}(F)|f(P_{E}^{j})\subset P_{E}^{j+i}$ for all $j\in \mathbb{Z}$ }

と定義する。 また $K=(A0)^{\cross},$ $B=E\cross K$ とおき、 $i\geq 1$ に対して $K^{i}=1+A^{i}$ とおく。

このとき、 $K$ は、 $G$ の岩堀部分群であり、 $B$ は、 $K$ の $G$ での normalizer である。 ま

ず、 $B=E^{\cross}K$ の既約表現を構成する。
$\theta$ を $E^{\cross}$ の generic quasi-character とすると、 $\gamma\in P_{E}^{-n}$ で $\theta(1+x)=\psi E(\gamma x)$ for $x\in P_{E}^{m}$

(但し、 $m=[(n+2)/2|$) となる元がとれる。 この $\gamma$ にたいして、 $K^{m}$ の 1次元表現 $\psi_{\gamma}$ を

$\psi_{\gamma}(1+x)=\psi(’\mathrm{b}\gamma x)$ for $x\in A^{m}$

によって定義できる。 (Km/Kn+l がアーベル群であることから表現になる。 $\psi(P_{F})=\{1\}$

にも注意せよ。 ) $H=E^{\cross_{K^{m}}}$ とおき、 $H$ の 1次元表現 $\rho_{\theta}$ を

(1.2) $\rho_{\theta}(h\cdot g)=\theta(h)\psi\gamma(g)$ for $h\in E^{\cross}$ , $g\in K^{m}$

と定義する。 ここから、 $n+1$ (表現のコンダクター) が偶数のときと、奇数のときで状況
が全く異なる。 これは、 スーパーカスピダル表現の構成の際にいつもつきまとう問題であ
る。 以下は、色々な論文に載っているが例えば、 [12] を見よ。

. $n+1$ が偶数のとき。 (即ち、 $n+1=2m$ のとき。)
このときは、 $\rho_{\theta}$

の $B$ における normalizer $J=\{g\in B|^{g}\rho_{\theta}(X)=\rho_{\theta}\}(^{g}\rho(X)=\rho(gxg^{-})1)$

が、 $H$ に等しいため、 $\rho_{\theta}$ を、 そのまま $B$ へ誘導すれば、既約表現が得られる。 即ち、

(1.3) $\kappa_{\theta}=\mathrm{I}\mathrm{n}\mathrm{d}_{H}B\rho\theta$

とおけば、 $\kappa_{\theta}$ は、 $B$ の既約表現である。
$n+1$ が奇数のとき。 (即ち、 $n+1=2m$ のとき。)
このときは、 $\rho_{\theta}$ の $B$ における normalizer $J=E\cross K^{m-1}$ となるため、 $\rho_{\theta}$ の $E^{\cross}K^{m-1}$

への誘導表現の既約成分をとらなければならない。 (これは、 1次元ではない。 ) 少し記

号を導入する。 $B$ の部分群の $F^{\cross}K$ との共通部分を、上付きに 1 をつけて表す。即ち、

$H^{1}=F^{\cross}(1+P_{E})K^{m},$ $J^{1}=F^{\cross}(1+P_{E})K^{m-}1,$ $B1=F^{\mathrm{X}}K$ となる。 まず、 $\theta^{1}=\theta|_{F^{\mathrm{X}}(1}+P_{E}$ )
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$\text{、}\rho_{\theta}^{1}.=\rho_{\theta}|_{H}1$ とおく。 このとき、 $\rho_{\theta}^{1}\text{の」^{}1}$ への誘導表現の既約成分は、ただーつでこれを
$\eta_{\theta}^{1}$ とおこう。即ち、

$\mathrm{I}\mathrm{n}\mathrm{d}_{H}^{J^{1}11}1\rho_{\theta}=q\eta_{\theta}$

が成り立つ。 (これは、 $J^{1}/H^{1}$ 上に、 [$x,$ $y1=\rho\theta(XyX^{-}1-1y)$ for $x,$ $y\in F^{\cross}(1+P_{E})K^{m_{-}}1$ が
非退化な交代形式を定義することから従う。 ) 指標について言えば、

$\chi_{\eta_{\theta}^{1}}(X)=$

が成り立つ。 この $\eta_{\theta}^{1}$ は、 $J$ へ $|E^{\cross}/F^{\cross}(1+P_{E})|=3$ 通りに、延長できる。 これらのうちの
つが、求める既約成分であるがそれを特定するには、 $\mathrm{I}\mathrm{n}\mathrm{d}_{H}^{J}p_{\theta\otimes\chi}(\chi\in(E^{\cross}/F^{\cross}(1+PE))’)$

をその 3つの既約成分の 1次結合としてあらわすことにより行う。 この 1次結合を逆に解
いて

(1.4) $\kappa_{\theta}=$ $q\equiv 2q\equiv 1$ $\mathrm{m}\mathrm{o}\mathrm{d} 3\mathrm{m}\mathrm{o}\mathrm{d} 3$

が、得られる。 こう書いて置くことにより、指標の計算にはコンダクターの奇数・偶数の
違いをあまり意識しないで良くなる。 次の結果はよく知られている

$\circ$ ([12])

Theorem 13. 上記の記号のもとで $\kappa_{\theta}$ は、 $B=E^{\cross}K$ の既約表現である。 $\pi_{\theta}=\mathrm{i}\mathrm{n}\mathrm{d}_{B}c\kappa_{\theta}$

とおく。 このとき $\pi_{\theta}$ は $G$ の既約スーパーカスピダル表現である。 逆に、 $G$ の既約スー
パーカスピダル表現でコンダクターが 3と互いに素なものは全て適当な $F$ の 3次分岐拡
大 $E$ と $E$ の genehc quasi-character $\theta$ によって $\pi_{\theta}$ の形にかける。

Remar$k$ . $G$ の既約スーパーカスピダル表現でコンダクターが 3の倍数であるものは、 $F$

の 3次不分岐拡大の regular quasi-character から構成される。その表現の指標公式は、 [13]
により既に計算されている。

この節の最後に、 $\pi_{\theta}$ の指標の計算を $\kappa_{\theta}$ の指標の計算に帰着させる Kutzko $(\mathrm{p}_{\mathrm{r}}\mathrm{o}_{\mathrm{P}^{\mathrm{o}\mathrm{s}}}\mathrm{i}\mathrm{t}\mathrm{i}\mathrm{o}\mathrm{n}$

$5.5$ in [11] $)$ の結果を本稿に必要な形で紹介しておく。

Theorem 1.4. $x$ を $G$ の elliptic regular element とする。

1. $F(x)/F$ が分岐拡大で、 $x\not\in F^{\cross}(1+P_{p}^{n+1})(x)$ となるとき、

$\chi_{\pi_{\theta}}(X)=\chi_{\hslash}\theta(X)$

2. $F(x)/F$ が不分岐拡大で、 $x\not\in F^{\cross}(1+P_{F(x)}^{\mathrm{I}1^{n+}3})/3\mathrm{l})$ となるとき、

$\chi_{\pi_{\theta}}(x)=0$
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2 指標公式 ($E/F$ がかロア拡大の場合)
この節では、 $F$ が 1の 3乗根 $\zeta$ を持つ場合、即ち $E/F$ がかロア拡大である場合に\mbox{\boldmath $\pi$}\theta

の指標公式を求める。まず、 $\mathrm{M}_{3}(F)$ を $\mathrm{E}\mathrm{n}\mathrm{d}_{F}(E)$ と $E$ の $F$-basis $\{\varpi_{E}^{2}, \varpi_{E}, 1\}$ によって同
視した際の、具体的な行列表示を見ておこう。

(2.1) $\varpi_{E}=$ ,

(2.2) $E=\{|a,$ $b,$ $c\in F\}$ ,

(2.3) $K=\{|a_{ij}\in a_{ii}a_{ij}\in \mathcal{O}_{F}^{\cross}\in \mathcal{O}PFF$ $\mathrm{i}\mathrm{f}i>\mathrm{i}\mathrm{f}i<jj\}$ ,

(2.4) $A^{0}=(|a_{ij}\in \mathcal{O}_{F}a_{ij}\in P_{p}$ $\mathrm{i}\mathrm{f}i>j\mathrm{i}\mathrm{f}i\leq j\}$ ,

(2.5) $A^{1}=\{|a_{ij}\in o_{F}a_{ij}\in P_{F}$ $\mathrm{i}\mathrm{f}i\geq j\mathrm{i}\mathrm{f}i<j\}$ .

$\sigma$ を $\sigma\varpi_{E}=\varpi_{E}\zeta$ によって定まる、 $\mathrm{G}\mathrm{a}1(E/F)$ の生成元とする。
上記の具体的な行列表示より次の Lemma は明らかである。

Lemma 2.1. $\xi=$ とおくと、 $\xi$ は、 $\xi^{3}=1$ ,

$\xi x\xi^{-1}=\sigma_{X}$ for any $x\in E$ ,

$M_{3}(F)$ $=E$ $\oplus\cdot E\xi$ $\oplus$ $E\xi^{2}$

$A^{0}$ $=\mathcal{O}_{E}$ $\oplus O_{E}\xi\oplus O_{E}\xi^{2}$

$(2.6)$
$A^{1}$ $=P_{E}$ $\oplus$ $P_{E}\xi$ $\oplus$ $P_{E}\xi^{2}$

$A^{2}$ $=P_{E}^{2}$ $\oplus$ $P_{E}^{2}\xi$ $\oplus$ $P_{E}^{2}\xi^{2}$

を満たす。

$\theta$ を $E^{\cross}$ の generic quasi-character で、 $f(\theta)=n+1$ となるものとする。前節で定義し
た $\kappa_{\theta}$ に対して、Mackey 分解より、 $\kappa_{\theta}$ の $E^{\cross}$ 加群としての分解を得る。 $n+1=2m$ の
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とき、

(2.7) $\kappa_{\theta}|_{E^{\cross}}=\oplus \mathrm{I}\mathrm{n}\mathrm{d}_{a}E\cross 1-Ha\cap E\mathrm{X}pa\in H\backslash B/E\mathrm{x}a\theta$

,

但し、 $a\rho_{\theta}(x)=p\theta(aXa-1)$ for $x\in a^{-1}Ha\cap E\cross$ となる。 また、 $n+1=2m-1$ のとき、

$\kappa_{\theta}|_{E^{\cross}}=-\frac{q-1}{3q}\chi\in(E^{\cross}/F^{\mathrm{X}}(1+\sum_{aP_{E}))\in}- H\backslash B\sum_{E/\cross}\mathrm{I}\mathrm{n}\mathrm{d}_{a^{-}H}E\mathrm{X}a\rho_{\theta}1a\cap E\mathrm{x}\otimes x$

$(2.8)$

$+ \sum_{a\in H\backslash B/E}\mathrm{I}\mathrm{n}\mathrm{d}^{E^{\mathrm{X}}a}-1Ha\cap aE\cross p\mathrm{x}\theta$

となる。 ( $q\equiv 1$ mod 3であることに注意する。),
以下、 上の分解に現れる各項を計算する。 まず、 $H\backslash B/E^{\cross}$ について調べる。

Lemma 22. 1. $a=1+\alpha_{1}\xi+\alpha_{2}\xi^{2}.(\alpha_{1}, \alpha_{2}\in \mathcal{O}_{E})$ に対して、

$a\in K\Leftrightarrow 1+\alpha_{1^{+\alpha_{2}^{3}}}^{3}-3\alpha_{1}\alpha 2\not\in P_{E}$

2. $a=1+\alpha_{1}\xi+\alpha_{2}\xi^{2},$ $b=1+\beta_{1}\xi+\beta_{2}\xi^{2}\in K$ に対して、

$Ha=Hb\Leftrightarrow\alpha_{i}-\beta_{i}\in P_{E}^{m}(i=1,2)$

Pmof (2.6) を使って、 $\{1, \xi, \xi^{2}\}$ の各成分ごとに見ればよい。 $\square$

$H\backslash B/E^{\cross}$ を記述するためにいくつか記号を導入する。 $O_{E}^{(1)}=\mathrm{K}\mathrm{e}\mathrm{r}n_{E}$ とし、

$M=\{^{\sigma}\alpha\alpha^{-},\alpha\alpha-\sigma^{2}1\}1\subset \mathcal{O}_{E}(1)\cross O_{E}^{(1)}$

とおく。 $0<\mu<m$ に対して、

$I_{\mu,1}=(1+Pm-\mu)E\cross P_{E}^{m}\backslash \varpi_{EE}^{\mu}O\cross\cross P_{E}\mu/M$

$I_{\mu,2}=P_{E}^{m}\cross(1+P_{E}m-\mu)\backslash P^{\mu 1}+\varpi_{E}\cross \mathcal{O}^{\mathrm{x}}\mu/EEM$

$J_{\mu,1}=(\varpi_{F}^{\mu}n_{E}(\mathcal{O}_{E}\mathrm{X})/1+P^{[}m-\mu+23)F()/]\cross(P_{E}^{2\mu}/P_{E}^{m+}\mu)$

$\text{」_{}\mu,2}=(P_{E}^{2\mu+1}/P^{m+}\mu)E\cross(\varpi_{pE}^{\mu}n(o_{E}\mathrm{x})/1+P_{F}^{[()}m-\mu+2/3])$

と定義する。 $\mu=0$ に対しては、

$I_{0,1}=(1+P_{E}^{m})\cross P_{E}^{m}\backslash \{(\beta 1, \beta 2)\in \mathcal{O}_{E}^{\cross}\cross \mathcal{O}_{E}|1+\beta 13+\beta_{2}^{\mathrm{s}}-3\beta_{1}lb\not\in P_{E}\}/M$

$I_{0,2}=P_{E}^{m_{\mathrm{X}}}(1+P_{E}^{m})\backslash \{(\beta 1, \beta 2)\in P_{E}\cross \mathcal{O}_{E}\mathrm{x}|1+\beta_{2}^{3}\not\in P_{E}\}/M$

$J_{0,1}=\{(\beta_{1}, \beta_{2})\in(n_{E(\mathcal{O}_{E}^{\cross})}/1+P^{[}F\mathrm{t}m+2)/\mathrm{s}])\cross(\mathcal{O}_{E}/P_{E}^{m})|1+\beta_{1}^{3}+\beta_{1}-1\beta_{2}3-3\beta 2\not\in P_{E\}}$

$\text{」_{}0,2}=\{(\beta_{1}, \beta_{2})\in(O_{E}/P_{E}^{m})\cross(n_{E}(o_{E}\mathrm{X})/1+P_{F}^{[(2)/]}m+\mathrm{s})|1+\beta_{2}\not\in P_{E}\}$

と定義する。最後に、 $0\leq\mu<m$ に対して、

$\tilde{I}_{\mu,i}=\{1+\beta 1\xi+h\xi^{2}|(\beta 1, \beta 2)\in I_{\mu,i}\}$

と定義する。
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Lemma 23. 1. $H\backslash B/E^{\cross}$ の完全代表系として

$\{1, \xi, \xi^{2}\}\cup\cup(\tilde{I}_{\mu},1\cup\tilde{I}2)\mu,\cup m-1\mu=0m-1\mu=\cup(\tilde{I}_{\mu,1}\xi\cup\tilde{I}2\xi\mu,)1$

(29)

. . ..
$\mathrm{U}\bigcup_{\mu=1}^{1}m-.\cdot\tilde{I_{\mu,1}.}\xi^{2_{\cup}}.\cup\tilde{I}_{\mu,2}\xi^{2}m\mu=0-1$

がとれる。
2. $(\beta_{1}, \beta_{2})\in\varpi_{E}^{\mu}\mathcal{O}_{E^{\cross}}^{\cross}P_{E}\mu$ に対して、$\varphi_{1}(\beta_{\dot{1}}, \beta_{2})=(n_{E}(\beta_{1}), h\sigma^{2}\beta 1)_{\text{、}}(\beta_{1},$ $\ )\in:P_{E^{+\mu}}^{\mu 1}\cross\varpi_{E}\mathcal{O}_{E}\cross$

に対して、 $\varphi_{2}(\beta_{1},\beta_{2})=(\beta_{1}^{\sigma}. \cdot\beta_{2},n_{E}. (\beta_{2}.))$ と定義する。 このとき、 $\varphi_{i}$ は、 $I_{\mu,i}$ から」\mu ,i への
全単射を引き起こす。

Proof. 前半は、 $H(1+\beta_{1}\xi+\beta_{2}\xi^{2})\alpha=H(1+\beta_{1^{\sigma}}\alpha\alpha^{-1}\xi+\beta_{2}^{\sigma^{2}}\alpha\alpha^{-}1\xi^{2})$ と Lemma 22より

従う。 後半は、 まず写像の well-defined をチェックして、そのあと $\mathcal{O}_{E}^{(1)}\backslash \mathcal{O}_{E}^{\cross}/1+P_{E}^{j}arrow n_{E}$

$n_{E}(\mathcal{O}_{E}\mathrm{X})/1+P_{F}^{[(j+2)/3]}$ が全単射であることより、全単射を示せばよい。 $\square$

次に、 $a^{-1}Ha\cap E^{\mathrm{x}}$ を求める。

Lemma 24. $a\in\tilde{I}_{\mu,i}$ とすると、 $a^{-1}Ha\cap E^{\cross}=F^{\cross}(1+P_{E}^{m-\mu})$ となる。

Pmof 前の Lemma とほぼ同様に証明できる。 口

残りは、 $a\rho\theta$ であるが、 上の Lemma より $a\in\tilde{I}_{\mu,i}$ ならば、 $a\rho\theta\in(F\sim l+\mathrm{p}_{E}^{m-\mu}))^{\sim}$であ
る。 また、 $a’=a\xi^{j}$ の形の元に対しては、 $a^{;-1}Ha^{;}\cap E^{\cross}=a^{-1}Ha\cap E^{\cross}\text{、}a’a\rho_{\theta}=\rho_{\theta}\circ\sigma^{j}$ と
なる。 したがって、 $a\rho_{\theta}$ を $a\in\tilde{I}_{\mu,i}$ に対して求めれば良い。

Lemma 25. $c\in F^{\cross},$ $y\in P_{E}^{m-\mu}a=1+\beta_{1}\xi+\beta_{2}\xi^{2}\in\tilde{I}_{\mu,i}$ に対して、

$a\rho_{\theta}p_{\theta}^{-1}(C(1+y))=\psi_{E}(R_{\mu},1(\varphi 1(\beta 1,\beta_{2}))(\sigma-yy))$

$=\psi_{E}(R(\mu,2\varphi_{2}(\beta 1, \beta 2))(\sigma^{2}y-y))$

が成り立つ。 ここで、

(2.10) $R_{\mu,1}.(u, v)= \frac{((^{\sigma^{2}}\gamma-\gamma)u+\gamma v-^{\sigma^{2}-}\gamma vn_{E}(1u))}{1+v+v-1nE(u)-\mathrm{t}\Gamma E(u)}$

(2.11) $R_{\mu,2}(u, v)= \frac{((^{\sigma}\gamma-\gamma)u+\gamma v-\sigma-\gamma vn_{E}(1u))}{1+v+v^{-}nE(1u)-\mathrm{t}\mathrm{r}E(u)}$

($\varphi_{i}$ については、 Lemma 2.32. を見よ。 )

Proof. $a=1+\alpha_{1}\xi+\alpha_{2}\xi^{2}(\alpha_{1},\alpha_{2}\in E)$ とすると、

$a^{-1}= \frac{1}{\det(a)}(1-\sigma\alpha_{1^{\sigma^{2}}}\alpha_{2})+(\alpha_{2}\alpha 2^{-}\alpha\sigma 21)\xi+(\alpha 1\alpha 1-\alpha_{2})\sigma\xi^{2})$
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但し、
$\det(a)=1+n_{E}(\alpha_{1})+n_{E}(\alpha_{\mathit{2}})-\mathrm{t}\mathrm{r}_{E}(\alpha_{1^{\sigma}}\alpha_{2})$

が成り立つ。 また、 $g=1+y$ に対して、 $\sigma^{j}-gg1-1\equiv y-\sigma^{j}y\mathrm{m}\mathrm{o}\mathrm{d} P_{E}^{2(m}-\mu$
) となる。 更

に、 $\rho_{\theta}=\psi_{\gamma}$ on $K^{m}$ と $\mathrm{t}\mathrm{r}_{E}(x\xi^{i})=0$ for $i=1,2$ and $x\in E$ とが成り立つこと等より証
明できる。 . 口

次の Lemma は、 $\kappa_{\theta}$ の指標の計算にとって本質的であるので証明もきちんとつける。

Lemma 26. $\alpha\in\varpi_{F}^{\mu}.n_{E}(\mathcal{O}^{\cross}E)$ を固定し、 $x\in P_{E}^{2\mu 1}+i-\iota^{}*_{\backslash }:1" \text{て_{、}}.\tilde{R_{\mu,i}.}(x)=R\mu..’ i(x, \alpha. )$ と
お\langle 。 $\mu=0$ のときは、 $1+\alpha+\alpha^{-1}x^{3}-$

.
$3x\not\in P_{E}$ と仮定する。

1. $\mu\geq 1$ なら、 $\tilde{R}_{\mu,i}$ は、 $P_{E}^{2\mu i-}+1/P_{E^{+}}^{m}\mu$ から $P_{E}^{2\mu+1n}i--/P_{E}^{m+\mu-n}$ への全単射を引き起
こす。

2. $\tilde{R}_{0,2}$ は、 $P_{E}/P_{E}^{m}$ から

$\{x\in P_{E}^{-n}/P_{E}^{m-n}|x\equiv\frac{\gamma\alpha}{1+\alpha}$ $\mathrm{m}\mathrm{o}\mathrm{d} P_{E}^{1-n}\}$

への全単射を引き起こす。
3. $x_{0}\in \mathcal{O}_{E}$ で、 $1+\alpha+\alpha^{-1}x_{0^{-}}3x_{0}\not\in P_{E}$ を満たすものに対して、 $\tilde{R}_{0,1}$ は、 $\{x\in$

$\mathcal{O}_{E}/P_{E}^{m}|x\equiv x_{0}\mathrm{m}\mathrm{o}\mathrm{d} P_{E}\}$ から

$\{X\in P_{E}-n\mathit{1}^{P_{E}^{m-n}}|x\equiv\frac{(^{\sigma^{2}}\gamma-\gamma)x0+\gamma\alpha-\sigma^{2}\gamma\alpha-1x_{0}3}{1+\alpha+\alpha^{-1}X_{0}^{3}}$ $\mathrm{m}\mathrm{o}\mathrm{d} P_{E}^{1-n}\}$

への全単射を引き起こす。

Proof. まず、 $\mu>0$ とする。 $x\in P_{E}^{2}\mu+i-1$ に対して、

(2.12) $\tilde{R}_{\mu,i}(x)\equiv(^{\sigma^{-}}\dot\gamma-\gamma)x$ $\mathrm{m}\mathrm{o}\mathrm{d} P_{E}^{v_{E}()-n}x+1$

が成り立つ。 (2.12) より $2\mu+i-1\leq v_{E}(x_{1})\leq v_{E}(X_{2})$ ならば、

(2.13) $\tilde{R}_{\mu,i}(x_{1})\equiv\tilde{R}_{\mu,i}(x_{2})+.(^{\sigma^{-}}\dot\gamma-\gamma)(X_{1}-X2)$ $\mathrm{m}\mathrm{o}\mathrm{d} P_{E}^{v_{E(x_{1})}}+vE(x2-x1)+i-n$

これは、$\tilde{R}_{\mu,i}(x_{1})-\tilde{R}i(\mu,)X_{2}\in P_{E}^{m-n}$ ならば xl $-X_{\mathit{2}}\in P_{E}m$ を意味する。従って、 $P_{E}^{\mathit{2}\mu+-1m}i/P_{E}+\mu$

から $P_{E}^{2+i-1n}\mu-/P_{E}^{m+\mu-n}$ へ引き起こされる写像は単射である。 元の数を比較して全射が
わかる。

次に\mu $=0$ の時を扱う。 $x\in P_{E}$ に対して、

$\tilde{R}_{0,2}(x)\equiv\frac{\gamma\alpha+(^{\sigma}\gamma-\gamma)x}{1+\alpha}$ $\mathrm{m}\mathrm{o}\mathrm{d} P_{E}^{v_{E}()}x+1-n$

が成り立つ。 この式より、 $\mu>0$ の時と同じ議論で証明できる。
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$x_{0}\in \mathcal{O}_{E}^{\cross},$ $x_{1}\in PE$ に対しても、

$\tilde{R}_{0,1}(_{X_{0}+}x1)=\frac{(^{\sigma^{2}}\gamma-\gamma)(_{X+x}01)+\gamma\alpha-^{\sigma^{2}}\gamma\alpha-1(_{X_{0}}nE)n_{E}(1+X_{0}^{-1}X_{1})}{1+\alpha+\alpha^{-}nE(_{X}10)n_{E}(1+x_{0}-1_{X_{1}})-\mathrm{t}\mathrm{r}E(_{X}0+X_{1})}$

$\equiv\frac{(^{\sigma^{2}}\gamma-\gamma)X_{0}+\gamma\alpha-^{\sigma}\gamma\alpha-1n_{E}(X_{0}2)+(^{\sigma}\gamma-2\gamma)_{X_{1}}}{1+\alpha+\alpha-1nE(_{X}0)-\mathrm{t}\mathrm{r}_{E}(_{X)}0}$ mod $P_{E}^{\mathit{2}-n}$

.

$\equiv\tilde{R}_{0,1}(x_{0})+\frac{(^{\sigma^{2}}\gamma-\gamma)_{X_{1}}}{1+\alpha+\alpha^{-1}nE(_{X}0)-\mathrm{t}\mathrm{r}_{E}(x\mathrm{o})}$ mod $P_{E}^{2-n}$

が成り立つので同様に証明できる。 口

以上より、次の Lemma が示せる。

Lemma 2.7. $U_{i}=F^{\cross}(1+P_{E}^{i})(i>0)_{2}U_{0}=F^{\mathrm{X}}\mathcal{O}_{E}\mathrm{X}$ とおく。

1. $\mu>0$ に対して、

$\bigoplus_{a\in\overline{I}_{\mu}},\dot{.}ap\theta\rho\theta-1\frac{q-1}{3}=q[(m-\mu-1)/3]+[(m+\mu-n+2)/3]-[(2\mu+i-1-n+2)/3]$

$|P_{E}^{\mu-m+1} \cap F/P_{E}^{m+n}\mu-\cap F|\bigoplus_{)x\in(U(m-\mu)/U(n+1-2\mu+1-i)^{\wedge}}x$

が成り立つ。
2. $\alpha\in n_{E}(O_{E}^{\cross})$ に対して、

(2.14)

$\Lambda(\alpha)=\{\chi\in(Um/Un+1)^{\sim}|\chi(1+y)=\psi E(\frac{\gamma\alpha}{1+\alpha}(^{\sigma^{2}}y-y))$ $f\sigma r$ $y\in P_{E}^{n}\}$

とおくと、

$\oplus a\rho_{\theta}p_{\theta}^{-1}=q^{n-2m-}1+[(m-1)/3]+[(m-n+2)/3]-[(3-n)/3]$ $\oplus$ $\oplus$ $\chi$

$\backslash a\in\hat{I}_{\mathrm{O},2}$

.
$\alpha\in n_{E}(\mathcal{O}_{E}\mathrm{X})/1+P_{F}\chi\in\Lambda(\alpha)$

が成り立つ。
3. $\alpha\in n_{E}(\mathcal{O}_{E}^{\mathrm{x}}),x0\in \mathcal{O}_{E}$ を $1+\alpha+\alpha^{-1}x_{0}^{\mathrm{s}_{-}}3x_{0}\not\in P_{E}$ を満たすものとする。 $\Omega(\alpha, x_{0})$ を

$(U_{m}/U_{n+1})^{\sim}$ の部分集合で以下を満たす\mbox{\boldmath $\chi$} からなる集合とする。

(2.15) $\chi(1+y)=\psi_{E}(\frac{(^{\sigma^{2}}\gamma-\gamma)x_{0}+\gamma\alpha-^{\sigma}\gamma\alpha^{-}X_{0}^{3}21}{1+\alpha+\alpha^{-1}X_{0}^{3}}(^{\sigma}y-y)\mathrm{I}$ $f\sigma r$ $y\in P_{E}^{n}$

このとき、

$\oplus a\rho_{\theta}\rho_{\theta}^{-1}=q^{n-\mathit{2}m-1}+[(m-1)/3]+[(m-n+2)/3]-[(3-n)/3]$ $\oplus$ $\oplus$ $\oplus$ $\chi$

$a\in\tilde{I}_{0,1}$ $\alpha\in n_{E}(o^{\mathrm{X}})E/1+PFX\mathrm{o}\in O_{E}/PEx\in\Omega(\alpha,x\mathrm{o})$

が成り立つ。
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以上より、 $\kappa_{\theta}$ の指標 $\chi_{\kappa_{\theta}}$
の $E^{\cross}$ 上での値が求まる。

Proposition 28. $U_{j}^{*}=U_{j}-U_{j}+1$ とおく。

$\chi_{\kappa_{\theta}}(x)=$ $ififififX\in X\in E^{\mathrm{x}}x=Cx\in f_{\mathit{0}}rc\in F^{\mathrm{x}},xU_{j}^{*}(1U_{n+1}(1^{-U_{0}}+\varpi_{E}^{n}x_{0})\leq j\leq n_{O}-1)0\in F\cross$

$E^{\cross}$ 上以外での\rangle $\chi_{\kappa_{\theta}}$ は簡単に計算できるので結果のみ示す。

Proposition 2.9. $x$ を $B$ の elliptic regvlar element で、 $F(x)\not\simeq E$ となるものとする。

1. $F(x)/F$ が不分岐とすると

$\chi_{\kappa_{\theta}}(x)=\{$

$0$ if $x\not\in F^{\cross}(Kn+1_{\cap}F(_{X)})$

$q^{n-1}(q-1)^{3}\theta(C)$ if $x=w$ for $c\in F^{\cross},y\in K^{n+}1F(\cap X)$

2. If $F(X)/F$. が分岐拡大とすると $b\in O_{F}^{\cross}$ で $b\mathrm{m}\mathrm{o}\mathrm{d} P_{F}\not\in k_{F}^{3}=\{x^{3}|X\in k_{F}\}$ かつ

$\varpi_{E}diag(b, 1,1)$ が $O_{F(x)}$ の素元となるものがあるとしてよい。 (必要なら共役をとる)

$\varpi_{F(x)}=\varpi Ediag(b, 1,1)$ とおく。 このとき、

$\chi_{\kappa_{\theta}}(X)=\{$

$0$ if $x\not\in F^{\cross}(1+P^{n})F(x)$

$q^{n-1} \theta(c)y_{1},y_{2},y3\sum_{F}\in k\mathrm{x}f(y_{1},y_{2},y3)$ if $x=C(1+\varpi_{F}dniag((x)k_{1}, k2, k_{3})+z)$

$y_{1}y_{2}y_{3}=k_{1}k2k3$

for $c\in F^{\cross},$ $k_{i}\in k_{F}\mathrm{x},Pn+1z\in p(x)$

$q^{n-1}(q-1)^{\mathrm{s}}\theta(c)$ if $x=c(1+y)$ for
$c\in F^{\mathrm{x}n},y\in P_{F(x)}+1$

但し、

$f(y_{1}, y_{2}, y_{3})=\{$

$\psi(\gamma\varpi_{E}^{n}b^{[/}n3]+1(y1+y_{2}+y_{3}))$ if $n\equiv 1$ mod 3
$\psi(\gamma\varpi_{E}^{n}b^{[/]+2}n3(y1+y_{2}+y_{3}))$ if $n\equiv 2$ mod 3

Proposition $2.8,\mathrm{p}_{\mathrm{r}}\circ_{\mathrm{P}^{\circ \mathrm{S}}}\mathrm{i}\mathrm{t}\mathrm{i}\circ \mathrm{n}2.9$ と Theorem 1.4より $\pi_{\theta}$ の指標公式が得ちれる。 (本当
は、 $K^{n+1}$ 上の値は、 $F$ 上の 3次の division algebra $D$ の乗法群 $D^{\cross}$ の表現と比較すると
かいう必要があるが)

Theorem 210. 記号は上記の通りとして、
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1. $F(x)/F$ が不分岐なら

$\chi_{\pi_{\theta}}(x)=$
. となる。

2. $x\in E$ なら

$\chi_{\pi_{\theta}}(x)=$ $ififififx\in E\mathrm{x}_{1x0}-U0_{E}x\in x=X\in f_{or}C^{+}\in F\cross,\mathcal{O}^{\cross}U_{j}*(1\leq jU_{n+}c(\varpi 1nx_{0}\in)\leq n-1)F$

となる。
3. $F(x)/F$ が分岐拡大で $F(x)\not\simeq E$ なら、

$\chi_{\pi_{\theta}}(x)=$

がなりたつ。

3 指標公式 ( $E/F$ がかロア拡大でない場合)
この節では、 $F$ が 1の原始 3乗根 $\zeta$ を含まない場合、即ち、 $E/F$ がかロア拡大でない

$\text{場合}\overline{\xi}$扱う。前節では、 $M_{3}(F)$ を $E$-加群とみてよい基底 $\{1, \xi,\xi^{2}\}$ がとれたことで具体

的な計算ができたのであった。 この方法を用いるために base change lift を使う。 $L/F$ を

2次不分岐拡大とする。 このとき、 $L=F(()$ であることに注意する。 $\mathrm{G}\mathrm{a}1(L/F)=<\tau>$

とおく。 $F$ から $L$ へ base change した対象 (群、表現等) を $L$ を下付きにつけて表すこと

にする。 このとき、 $E_{L}=E\otimes_{F}L\simeq EL$ となり、 $E_{L}$ は、 $L$ 上 3次分岐ガロア拡大で $E$

上 2次不分岐拡大で、そのガロア群は $\mathrm{G}\mathrm{a}1(E_{L}/E)=\mathrm{G}\mathrm{a}1(L/F)=<\tau>$ となる。 また、

$E_{L}/F$ は $6_{3}$ 拡大である。 ( $E$ は、 $E_{L}$ に写像 $x\mapsto x\otimes 1$ で埋めこんで考える。 ) 前節同
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様、 $\mathrm{M}_{3}(\dot{L})$ を $\mathrm{E}\mathrm{n}\mathrm{d}_{L}E_{L^{\text{、}}}G_{L}=\mathrm{G}\mathrm{L}_{3}(L)$ を Aut$LE_{L}$ と $E_{L}$ の L-basis $\{\varpi_{E}^{2}, \varpi E, 1\}$ によっ

て同–視する。 また、 lattice flag $\{P_{E_{L}}^{i}\}_{i\in \mathbb{Z}}$ によって,
$=$

$..A_{L}^{i}=$ { $f\in.\mathrm{M}_{3}(L)|f(P_{E_{L}}^{j})\subset P_{E_{L}}^{j+i}$

.
for all $j\in \mathbb{Z}$ }

$K_{L}=(A_{L}^{0})^{\cross},$ $B_{L}=E_{L}^{\cross}K_{L},$ $K_{L}^{i}=1+A_{L}^{i}(i\geq 1)$ とそれぞれの $L$ 上への base change が
自然に定義される。

Theorem 14から、 $\pi_{\theta}$ でな $<$
$\kappa_{\theta}$ の base change を考えれば充分である。 このことか

ら、 Arthur-Clozel の base change lift ([1]) を用いる必要がな \langle 、標数 $0$ を仮定しな \langle と

もよい。 さらに、 $\kappa_{\theta}$ 自体の base change でなく、 $\kappa_{\theta}|_{B^{1}}$ の base change だけで指標の計算
ができることがポイントである。 なお、 この部分については、Bushnell-Henniart の最近
の結果 ([3]) の非常に簡単な場合への応用として得られる。
必要な表現の base change lift を定義しよう。

Definition 3.1. $E^{\cross}$ の generic quasi-character $\theta$ をとり、 $f(\theta)=n+1$ とおき $\theta(1+x)=$

$\psi(\mathrm{t}\mathrm{r}_{E}(\gamma x))$ for $x\in P_{E}^{m}$ となる $\gamma\in P_{E}^{-n}$ をとる。 $\theta^{1}=\theta 1_{F^{\cross}(}1+PE$ ) とおいたことを

思い出そう。 $\theta$ の $E_{L}^{\mathrm{x}}$ への base change lift $\theta_{L}$ を\theta L $=\theta\circ n_{E_{L}/E}$ と定義する。 このと
き、 $\theta_{L}(1+x)=\psi_{L}(\mathrm{t}\mathrm{r}_{E}/L\gamma Lx)$ for $x\in P_{E_{L}}^{m}(m=[(n+2)/2])$ が成り立つ。 $F$ 上の

時と同様に、 $B_{L}$ の部分群の $L^{\cross}K_{L}$ との共通部分を上付きに、 1 をつけて表す。 即ち、
$H_{L}^{1}=L^{\cross}(1+P_{E_{L}})K_{L}^{m},$ $J^{1}LL^{\cross}=(1+P_{E_{L}})K_{L}^{m}-1,$ $B1=L\cross K_{L}L$ となる。 $\rho_{\theta}^{1}=\rho_{\theta}|_{H^{1}}$ の $H_{L}^{1}$

$\text{へ}\sigma)$ base change lift $\rho_{\theta_{L}}^{1}k$

$p_{\theta_{L}}^{1}(h\cdot g)=\theta_{L}(h)\psi_{L}$ (Tr $\gamma(g-1)$ ) for $h\in L^{\cross}(1+P_{E_{L}})$ , $g\in K_{L}^{m}$

と定義する。 $n+1=2m$ のとき、 $\kappa_{\theta}^{1}$ の $B_{L}^{1}$ への base change を

$\mathrm{I}\mathrm{n}\mathrm{d}_{H_{L}}^{B_{L}^{1}}1\rho_{\theta_{L}}^{1}$

と定義する。
$n+1=2m-1$ のときは、 $\eta_{\theta}^{1}\text{の」_{}L}^{1}$ への base chabge lift $\eta_{\theta_{L}}^{1}l\mathrm{h}_{\text{、}}F$ 上の時と同様、

$\mathrm{I}\mathrm{n}\mathrm{d}_{H_{L}}^{J_{L}^{1}}1\rho_{\theta_{L}}^{1}$ の唯–の既約成分として定義される。 $\kappa_{\theta}^{1}$ の $B_{L}^{1}$ ^の base change lift $\kappa_{\theta_{L}}^{1}$ は、

$\mathrm{I}\mathrm{n}\mathrm{d}_{J_{L}^{1}}^{B_{L}^{1}}\eta_{\theta_{L}}1$

と定義される。

$\theta_{L}\circ\tau=\theta_{L}$ より、 $\rho_{\theta_{L}}\circ\tau=\dot{\rho}_{\theta_{L}}$ 従って、 $\rho_{\theta_{L}}^{1}$ の、 $H_{L^{\rangle\triangleleft}}^{1}<\tau>$ への延長 $\overline{\rho_{\theta_{L}}^{1}}$ を

$\overline{\rho_{\theta_{L}}^{1}}(x\rangle\triangleleft \mathcal{T})=p_{\theta_{L}}(1x)$ と定義できる。 また、 $\eta_{\theta_{L}}^{1}$ の uniqueness より、 $\eta_{\theta_{L^{\circ \mathcal{T}}}}^{1}\simeq\eta_{\theta_{L}}^{1}$ となる

ので、 $\eta_{\theta_{L}}^{1}$ も、 $J_{L}^{1}\mathrm{x}<\tau>$ へ延長できる。 ([3]) の (12.$\cdot$ 8) Proposition と (14.21) Corollary
の下の Remark より、 次の Lemma が従う。

Lemma 32. $\eta_{\theta_{L}}^{1}\text{の」_{}L}^{1}\cross<\tau>\text{への延}\xi_{\overline{\eta_{\theta}^{1}}}L$ で、

$x_{\overline{\eta_{\theta_{L}}^{1}}}(x\rangle\triangleleft\tau)=\chi_{\eta_{\theta}^{1}}(n_{E/}LE(x))$ for $x\in E_{L}^{\cross}$

となるものがとれる。
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更に、 (12.19) Corollary ([3]) より、

Proposition 33. 1 . $n+\ldots \mathrm{i}--2m$ のとき、 $x\in E_{L}^{\cross}(1+P_{E_{L}})$ に対して、

$\chi_{\kappa_{\theta}}(n_{E_{L}}/E(X))=\sum_{H_{L}axa^{-1^{\backslash B}}}a\in \mathcal{T}H^{1}L\in L1.\rho\theta_{L}(aX^{\tau-1}a)$

が、成り立つ。
2. $n+1=2m-1$ のとき、 $x\in E_{L}^{\cross}(1+P_{E_{L}})$ に対して、

$\chi_{\kappa_{\theta}}(n_{E_{L}/}E(X))=$

$\sum_{1,axa^{-}\tau 1\in JL}.\chi_{\eta_{\theta}^{1}}(axa^{-1}\rangle a\in jL1\backslash B^{1}L\tau\triangleleft\tau)$

$=q$
$\sum_{1,a\in J-L1}\rho\theta L(a\mathcal{I}a^{-1})ax^{\mathcal{T}}a\in H_{L}1^{\backslash B}1L\tau$

が、成り立つ。 $(\chi_{\eta_{\theta}^{1(}}\mathcal{T})=q$ に注意しよう。)

以下、紙面の節約の為 $n+1=2m$ と仮定する。実際は、 $.n+1=2m-1$ の時も、全く
同様に証明できる。 ($n+1$ の偶数・奇数の違いが効くのは、上の Lemma である。)
前節と同様、 $\xi=diag(1, \zeta^{2}, \zeta)$ とおく。 $\xi$ は、 $\xi^{3}=1,$ $\mathcal{T}\xi=\xi^{2}$ ,

$\xi x\xi^{-1}=\sigma_{X}$ for any $x\in E_{L}$

$M_{3}(L)$ $=E_{L}$ $\oplus$ $E_{L}\xi$ $\oplus$ $E_{L}\xi^{\mathit{2}}$

$A_{L}^{0}$ $=\mathcal{O}_{E_{L}}$ $\oplus \mathcal{O}_{E_{L}}\xi\oplus$ $\mathcal{O}_{E_{L}}\xi^{2}$

(3.1)
. $A_{L}^{1}$ $=P_{E_{L}}$ $\oplus$ $P_{E_{L}}\xi$ $\oplus$ $P_{E_{L}}\xi^{2}$

$A_{L}^{2}$ $=P_{E_{L}}^{2}$ $\oplus$ $P_{E_{L}}^{2}\xi$ $\oplus P_{E\mathrm{r}}^{2}\xi^{\mathit{2}}$ .

を満たす。 Lemma 22より、

$\{1+\beta_{1}\xi+oe\xi^{2}|\beta i\in \mathcal{O}_{E}/LP^{m}\det E_{L}’(1+\beta 1\xi+b\xi^{2})\in \mathcal{O}_{E_{L}}^{\cross}\}$

(3.2) $\cup\{(1+\beta_{1}\xi+\alpha\xi^{2})\xi|\beta 1\in PEL/P_{E_{L}}m,\beta_{\mathit{2}}\in P_{E_{L}}/P_{E}m_{L}\}$

$\cup\{(1+\beta_{1}\xi+\alpha\xi^{2})\xi \mathit{2}|\beta_{1}\in P_{E_{L}}/P^{m}\beta E_{L}’ 2\in \mathcal{O}E_{L}/P_{E}m_{L},\det(1+\beta_{\mathit{2}}\xi^{\mathit{2}})\in \mathcal{O}_{E_{L}}^{\cross}\}$ ,

$H_{L}^{1}\backslash B_{L}^{1}$の完全代表系となる。
次の Lemma は、 Lemma 22と同様に証明できる。

Lemma 34. $x\in \mathcal{O}_{E_{L}}^{\cross}$ が $n_{E_{L}/E}(x)\in Ui-U_{i1}+$ となるとする。

1. $a=1+\beta_{1}\xi+\beta_{2}\xi^{2}$ $(\beta_{1}, \ \in O_{E_{L}})$ のとき、 $ax^{\mathcal{T}}a^{-1}\in H_{L}$ は、 $\beta_{1},$ $\beta_{2}\in P_{E_{L}}^{m-i}$ かつ
$oe=\beta_{1}^{\tau}\mathrm{m}\circ \mathrm{d}P_{E_{L}}^{m}$ と同値。
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2. $a=(1+\beta_{1}\xi+b\xi^{2})\xi^{2}(\beta_{1}\in P_{E_{L}},\beta_{2}\in \mathcal{O}_{E_{L}})$ のとき、 $ax^{\mathcal{T}}a^{-1}\in H_{L}$ は、 $i\geq m$ かつ

$n_{E_{L}/E}(\beta_{2})=1$ mod $1+P_{E}^{m}$ かつ\beta 1 $=(\beta_{2}^{\mathcal{T}})^{-1}\beta_{1}\tau \mathrm{m}\mathrm{o}\mathrm{d} P_{E_{L}}^{m}$ と同値$\circ$

3. $a=(1+\beta_{1}\xi+h\xi^{2})\xi(\beta_{1}, h\in P_{E_{L}})$ のとき、 $ax^{\mathcal{T}}a^{-1}\not\in H_{L}$

..

$n_{E_{L}/E}(x)\in E^{\cross}-\mathcal{O}_{F}^{\mathrm{x}}(1+P_{E})$ のとき、 , $ax^{\mathcal{T}}a^{-1}\in H_{L}$ ならば、 $a\in H_{L}$ いずれの場合も、
$ax^{\mathcal{T}}a^{-1}\in H_{L}$ は、 $H_{L^{\mathcal{T}}}a=H_{L}a$ かつ $H_{L}a=H_{L}aX$ と同値。

.次の Lemma は、 Lemma 25に対応している。

Lemma 35. 1 . $a=1+ \beta\xi+^{\tau}\beta\xi^{2}(v_{E_{L}}(\beta)\geq\max\{0, m-i\})$ とする。 $n_{E_{L}/E}(x)\in U_{i}^{*}$ に

対して、
$\rho_{\theta_{L}}(ax^{\tau}a-1X-1)=\psi E(s(\beta). \mathrm{t}\mathrm{r}E_{L}/E(y))$

が成り立つ。但し、

(3.3) $S( \beta)=\frac{\mathrm{t}\mathrm{r}_{E_{L}/E}((\gamma-\sigma\gamma)(n2(E_{L/^{\sigma}}E\beta)-nEL/L(^{\mathcal{T}}\beta)))}{1+\mathrm{t}\mathrm{r}_{L/F}(nEL/L(\beta))-\mathrm{t}\mathrm{r}\sigma 2E/F(n_{E}L/\sigma^{2}E(\beta))}$

2. $\beta_{1}\in P_{E_{L}},$ $lh\in \mathcal{O}_{E_{L}}$ は、 $n_{E_{L}/E}(h)=1$ かつ $\beta_{1}=(^{\tau_{l}}*)^{-1}\tau\beta_{1}$ を満たすとする。
$a=(1+\beta_{1}\xi+lh\xi^{2})\xi^{2}$ とおく。 $n_{E_{L}/E}(x)\in U_{m}$ に対して.

$.\rho_{\theta_{L}}(aX\tau-ax1-1)=\psi_{E}(T(\beta_{1},\beta 2)\mathrm{t}\mathrm{r}_{E_{L}}/E(y))$

が成り立つ。但し、

(3.4) $T( \beta_{1}, \beta_{2})=\frac{(^{\sigma}\gamma-\gamma)(1-\sigma^{2}\beta 1h)+(\sigma^{2}\gamma-\gamma)(n_{E_{L}}/L(\beta 2)-^{\sigma}\beta 1^{\sigma}2\beta_{2})}{1+n_{E_{L}/L}(\beta_{2})+n_{E_{L}}/L(\beta_{1})-\mathrm{t}\mathrm{r}_{E_{L/}}L(\beta^{\sigma}1\beta 2)}$.

次の Lemma も Lemma 26 と同様に証明できる。

Lemma 36. $x\in O_{E_{L}}$ {は、 $1+\mathrm{t}\mathrm{r}_{L}/p(.nE_{L}/L(X))-\mathrm{t}\mathrm{r}_{\sigma}2(E/Fn_{E_{L/^{\sigma}}}2E(x))\not\in P_{F}$ を満たすと

し、 $E^{0}=\mathrm{K}\mathrm{e}\mathrm{r}\mathrm{t}\mathrm{r}E$ とおく。

1. $\mu>0$ かつ $n\not\equiv 2\mu$ mod 3 (resp. $n\equiv 2\mu$ mod 3) のとき、 , 写像 $x\mapsto S(x)$

は、 $\varpi_{E}^{\mu}\mathcal{O}_{E_{L}}^{\cross}/1+P_{E}^{m_{L}-\mu}$ から $(P_{E}^{2\mu-n}-P^{2\mu+1}E-n)\cap E^{0}/PE^{-}1m+\mu\cap E^{0}$ (resp. $P_{E}^{2\mu-n}+1$ 口

$E^{0}/P_{E^{-m}}^{1+\mu}\cap E^{0})$ への全射を誘導し、各ファイバーは $(q+1)q^{m}-\mu-1+[(1-m+\mu)/3]-[(2\mu-n+1)/3]$

(resp. $(q^{2}-1)q^{m}-\mu-1+[(1-m+\mu)/3]-[(2\mu-n+1)/3]$ ) 個の元を持つ。

2. $1+\mathrm{t}\mathrm{r}_{L/F}(n_{E}/L(L0)x)-\mathrm{t}\Gamma\sigma E/F(2n_{E_{L}}\sigma^{2}(/Ex_{0}))\not\in P_{F}$ を満たす任意の $x_{0}\in O_{E_{L}}^{\cross}l^{}$対し

て、 写像 $xrightarrow S(x)$ は、 { $x\in O_{E_{L}}^{\cross}/1+P_{E_{L}}^{m}|x\underline{=}x_{0}$ mmod $P_{E_{L}}$ } から

$\{x\in P_{E}^{-n}\cap E^{0}/P_{E}1-m\cap E^{0}|x\equiv S(x_{0})$ $\mathrm{m}\mathrm{o}\mathrm{d} P_{E}^{1-n}\}$

への全射を誘導し、各ファイバーは qm-l+[(l-m)/3]-[(1-n)/3]個の元を持つ。
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3. $n_{E_{L}/E}(\beta 2)=1$ を満たす\beta 2 $\in O_{E_{L}}$を固定する。 このとき、写像 $x\mapsto T(x,\beta_{2})$ は、

{x\in PEL l\tau x=’’鳥 x} から

$\mathrm{t}X\in P_{E}^{1n_{\cap E}}-0/P_{E}^{1}-m\mathrm{n}E0|X\equiv\frac{\sigma\gamma-\gamma+(\sigma^{2}\gamma-\gamma)n_{E_{L}/}L(_{l*})}{1+n_{E_{L}/L}(\beta 2)}$ $\mathrm{m}\mathrm{o}\mathrm{d} P_{E}^{2-n}\}$

への全射を誘導し各ファイバーは、 $q^{\mathrm{l}()/3}1-m\mathrm{l}-[(1-n)/3]$ 個の元を持つ。

以上より、 $\chi_{\kappa_{\theta}}\dot{\text{の}}F^{\cross}(1+P_{E})-F^{\cross}(1+P_{E}^{n})$ 上での値が計算できる。 $E^{\cross}-F^{\mathrm{x}}(1+P_{E})$ 上

では、第 1節での、 $\kappa_{\theta}$ の定義に戻って計算すれば簡単に計算できる。また、$F^{\cross}(1+P_{E}n)$ 上

では、第 2節の結果がそのまま使える。従って、 $\kappa_{\theta}$ の $E^{\cross}$ 上での指標公式が得られ、それ
から直ちに $\pi_{\theta}$ の $E^{\cross}$上での指標公式が得られる。 また、 $E^{\cross}$ 以外の共役類上では指標を計
算するのは容易である。 ここでは、 $\pi_{\theta}$ の指標公式のみを示す。この公式は $n+1=2m-1$
の時も含めて成り立つ。

Theorem 37. $x$ を $\mathrm{G}\mathrm{L}_{3}(F)$ の elliptic regvlar element とする。

1. $F(x)/F$ が不分岐ならば、

$\chi_{\pi_{\theta}}(x)=\{$

$0$ $x\not\in F^{\mathrm{x}}(1+P^{[()/})F(n+3x)3]$

$(q^{2}+q+1)q^{n}-1\theta(c)$ $x=c(1+y)$ $f_{orC\in}F^{\cross},y\in P_{p(}^{[(}nx+3))/3]$

2. $x\in E$ ならば、

$\chi_{\pi_{\theta}}(x)=.$

Remark. $p\equiv 2$ mod 3のときは、$..F$ の 3次分岐拡大は、 $\text{同型を除いて}-.\text{つしかな^{い}}$。
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